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今号がＮA Wayマガジンの最終号ですか？ 
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NA Way マガジン では、読者のみなさんが

参加されるのをお待ちしている。この年に４

回発行される定期刊行物によって、ぜひ、

世界中の仲間たちと分かち合いをしていた

だきたい。回復するなかでの経験はもちろ

んのこと、NAのさまざまなことに関する意見

や、これからの課題などについても投稿を

お待ちしている。ただし、投稿された原稿は

どれもみな、ナルコティクス アノニマス ワー

ルド サービス社に所有権があるものとされ

る。購読の予約、編集に対する意見のほ

か、著作権など実務的なことでの相談は、

PO BOX 9999, Van Nuys, CA 91409-9099 に

お問い合わせください。 

 NA Way マガジン は、NAメンバーがそれぞ

れに自分で経験したことや自分なりの意見

を紹介する雑誌である。ここにはNA全体の

意見は表明されていない。そしてもちろん、

ナルコティクス アノニマス、NA Way マガジン

またはナルコティクス アノニマス ワールド

サービス社によって支持されていると受け

取れるような記事も掲載されてはいない。ま

た、インターネットからNA Way マガジンを配

信することを希望する場合には、上記のアド

レスに手紙をいただくか、naway@na.orgにe

メールをいただきたい。 

 NA Way マガジン（The NA Way Magazine： 

ISSN 1046-5421）、NA Way（The NA Way）、ナ

ル コ テ ィ ク ス  ア ノ ニ マ ス（Narcotics 

Anonymous）、この３つは、ナルコティクス ア

ノニマス ワールドサービス社のトレードマー

クとして商標登録されている。NA Way マガ
ジン は、ナルコティクス アノニマス ワールド

サ ー ビ ス 社（19737  Nordhoff  Place, 

Chatsworth, CA 91311）によって、年に４回発

行される。 

編集者から、ひとこと 
 昨夜のミーティングのテーマは、「神の意志」だった。正しいことをすること、我意

とハイヤーパワーの意志とは両立しないこと、そして神の意志を見て感じることに

ついて、みんなでわかちあった。そこで私は、これまでに変化やさまざまなできごと

に直面し、それによって前に進めるようになったり、新たな方向に進むようになっ

たりしたときのことに思いをはせながら、そのような状況でのハイヤーパワーの意

志の重要性について考えた。私たちにまかせておいたら、変化や進歩はとてもつ

らいものになってしまうからだ。（これについては、「変化することがつらいのではな

い。変化にあらがうことで痛みが生じるのだ」という言葉を思い出す）。自分の過去

の経験からも、人生という旅を楽しむにしろ恐れるにしろ、信じて次の一歩を踏み

だせば、まさに自分がたどり着くべきところにたどり着くのだとわかる。 

 今月のＮＡ Ｗay マガジンでは、私たちが旅するなかで前進することに焦点をあ

てる。仲間たちは、それぞれの回復の道のりについてわかちあってくれる。ＷＳＣ

（ワールド サービス カンファレンス）の最新情報では、変化や進歩を重点的に取り

あげながら、そこにＮＡの新しい理念をこめることも忘れない。ＮＡ Ｗayのめざまし

い変化は、10ページと11ページにあらましが述べられている、どうか見落とさない

ようにしていただきたい。こうしてＮＡ Ｗay マガジンのために新しい道筋ができつ

つある。さぁ、みんなで一緒に前進していこう。 

ド・J （エディター） 

追伸:：ＮＡ Ｗayでは、仲間たちからコミック原稿をはじめ、ユーモアあふれるイラス

トなどを寄せていただくようお願いしてきた。それにも変化がみられる。ほとんど投

稿が途絶えてしまったのだ。さぁ、思い切って、次の一歩を踏みだそう! もし迷って

いるなら、de@na.orgで私に直接e-メールをいただきたい。そうすれば、お手持ちの

アイディアについて話し合うこともできるだろう。 
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今月号の掲載記事 

NA Way マガジン では、読者のみなさんからのお便りをお待ちしている。掲載され

た記事に対する感想はもちろん、NAという集まりのなかで取り上げられている問題

についてひとつの考え方を示すにすぎないものであっても、エディター宛に送ってい

ただきたい。250字以内にまとまっていれば、そのまま編集の手を加えずに掲載さ

れることになっている。お便りには、本名、現在使われている住所および電話番号

を明記することをお忘れなく。掲載される場合には、アノニマスでという希望がない

かぎり、ファーストネームと苗字のイニシャルを署名として用いることになる。 

NA Way マガジン は、ナルコティクス アノニマスのメンバーがいることで存在する雑

誌であるため、英語、ペルシャ語、フランス語、ドイツ語、ポルトガル語、スペイン語

など、さまざまな言語で出版されている。そのような雑誌であるゆえの使命は、ひと

りひとりのメンバーに回復とサービスに関する情報を提供することであり、そこには

回復にまつわる喜びだけでなく、現在NAで問題となっていることや世界中のNAメン

バーのだれにとっても見過ごせないイベントなども取り上げている。編集スタッフは

このような使命に従い、世界中のメンバーが特集記事をはじめとするさまざまな記

事を書いて、自由に載せられる雑誌にしようとするのはもちろん、現在行われてい

るサービスやコンベンションに関する情報を提供することにも力を注いでいる。だ

が、これが定期的にメンバーに届く雑誌であるからには何よりもまず、「アディクトで

あっても、ドラッグを使うのをやめることはできるし、それによって使いたいという欲

求はなくなる。どのようなアディクトであろうと、新たに生きるすべがあるからだ」とい

うNAの回復のメッセージをたたえることにこそ力を注ぐ。 
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E-Subscribe（インタネット購読）は今すぐ 

「今日だけ号」に乗っていく 
おれの夢は実現した。南アメリカを縦横無尽

じ ゅ う お う む じ ん

にバイクで旅することだ。何年にもわたって思い描

いていたことだが、実現する見込みはほとんどなかった。使うことで他にやらなきゃならないこと

があったからだ。おれは、フォークランド諸島をめぐる戦争が終わってから、1982年に母国のア

ルゼンチンを捨てた。戦闘兵であったおれは戦争を生き延び、一家そろってコロンビアのカルタ

ジェナへ移った。そこでおれはもう一つの戦争に突入した。薬物との戦いだ。おれは学校にも行

かず、戦争が終わっても消えない精神的ショックをクスリでマヒさせた。おれは家族とレストラン

をやり、クスリ漬けの状態で働いていた。自分はうまくやれると思っていたが、それも、ついに底

をついて助けを求めるまでのことだった。おれはＮＡミーティングをやっている会場に向かい、そ

こにたどり着いた時点で敗北を認めた。おれの人生は変わり、生きる意欲がわいてきた。 

 ある日、夢を現実のものにすることだってできそうな気がして、旅の支度
し た く

をはじめた。プランを

練り、地図をくまなく調べ、ＮＡグループが南米大陸のあちこちに広がっているのを知る。そうい

うことが楽しくてならなかった。おれは、このわきたつ思いを家族とわかちあった。回復しつつあ

るアディクトである女房と、14才になる息子は、おれを応援してくれただけでなく、この旅がおれ

にとってどれほど重要なものであるかもわかってくれた。重症の糖尿病も、夢の実現をじゃます

るものにはならなかった。おれは使っていたせいで糖尿病になったが、ＮＡでクリーンになれた

おかげでいろんなことができるんだ。 

 おれはバイクを買って、旅立つ前日にホームグループで名前をつけてもらった。バイクの名前

は「ソロポルホイ号」（スペイン語で「今日だけ号」）になった。これに乗って、その日暮らしの旅を

することになるからだ。急ぐ旅ではないし、到着時間を気にすることもない。一日、一日を、ある

がままに味わう。そういう旅が106日つづいた。南アメリカ大陸の10カ国を走り抜け、72のＮＡグ

ループを訪れ、コロンビアのカルタジェナからアルゼンチンのパタゴニアまで往復32,187キロを

旅した。砂漠
さ ば く

をつっきり、氷河をわたり、山脈を越え、ありとあらゆる道を走った。そして海岸まで

走らせ、南アメリカでも最高の波で大好きなサーフィンをした。この旅の一部には、女房が同行

し、ペルーからエクアドルまで約3,200キロを一緒に旅した。おれたち夫婦には、忘れられない思

い出になっている。 

 だが、おれが最も心をゆさぶられたのは、次の目的地に着いてＮＡのミーティングに出席する

ときだった。コロンビア、エクアドル、ペルー、チリ、アルゼンチン、ウルグアイ、パラグアイ、ボリ

ビア、ブラジル、ベネズエラで、おれはさまざまなグループを訪れた。ひとり旅をしていても、ひと

りぼっちだとは思いもしなかった。いつもハイ

ヤーパワーがついててくれたし、行き着く先に

は必ず、おれを迎えてくれるＮＡのグループ

があったからだ。 

 ＮＡの仲間は町を案内してくれたり、おれが

次に訪れる予定の町にいる友人や仲間の連

絡先を教えてくれたりもした。なかには、泊め

てくれたうえに自分の家族に紹介してくれた

仲間もいた。そうやって居心地よく過ごさせて

くれた人たちひとりひとりに感謝している。家

族や友人たちと遠く離れていても、こうしてそ

のときどきにおれが必要としていた愛情と思

いやりが与えられたのだ。まさに、おれはひと

りではなかった。そこにはいつもＮＡがあり、

救いの手がさしのべられていたのだ。 

グスタボ・Ｄ（コロンビア／カルタジェナ） 
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今号がＮA Wayマガジンの最終号ですか？ 

実は、・・・           ＮＡ Ｗay マガジンは現在、日本語に翻訳されている。

このような骨の折れる仕事を、日本のＮＡメンバーたち

は引き受けたのだ。2010年1月号がその翻訳版第1号

で、2010年4月のＷＳＣではじめて紹介された。日本語

版はインターネットで公開され、 www.na.org で読める

ようになっている。 

 

実は、・・・  ロシア語版も2004年４月号をもって、Ｎ

Ａ Ｗay マガジンの翻訳版リストに加

わ っ た。た だ し、ロ シ ア 語 版 は、 

www.na.org/subscribe でインターネット

版予約購読の手続きをした読者だけに

提供される。 

 

実は、・・・  ＮＡ Ｗay マガジンの平均費用は、一部

につき約1ドル。この程度の金額なら自

分も協力できるという仲間がいたら、ＮＡワールドサー

ビスへ直接献金をしていただけるとありがたい。宛先

は、PO Box 9999; Van Nuys, CA 91409、あるいは 

www.na.org/?ID=donation-external-index,まで。 

 

実は、・・・  インターネット版ＮＡ Ｗay マガジンには、紙版に掲載

されていない内容が追加されている。しかも、インター

ネット版を予約購読すれば、ＮＡ全体の出費を節約で

きる。紙版には、印刷費や郵送費がかかるからだ。 

 

実は、・・・  2010年のＷＳＣ（ワールドサービス カンファレンス）で

は、ひとつの動議
ど う ぎ

が承認された。これによって、世界

中の登録グループやサービス委員会、奉仕
ほ う し

を任
まか

され

たしもべに対するＮＡ Ｗay マガジンの自動配布が打

ち切られる。このため定期購読者全員に、それぞれの

予約購読を再確認するようにお願いしている。（詳しい

ことは、10ページを参照）。なお、ＮＡ Ｗay マガジン定

期購読の再予約は www.na.org/subscribe で受付中。 
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E-Subscribe（インタネット購読）は今すぐ 

 ＮＡにつながって12年目にして、わたしは離婚というものを経験するはめになった。それ

も、結婚生活30年を過ぎてのことだ。 

 わたしの回復は、まず今日一日を精いっぱい生きることに心を傾け、それをひたすらつ

づけていくことで保たれていた。わたしは、一日一日をうまく乗りきるためにＮＡの回復の道

具を利用した。生きていくうえで苦しいときがあってもミーティングで分かち合っていれば、

この世の終わりと感じたり、苦しさをリラプスの理由にしたりすることもないとわかった。今

回のことでも回復の歩みをとめないのであれば、自分の問題にきちんと向きあう必要があ

るので、毎日連絡したいとスポンサーに伝えた。そしてもちろん、ミーティングに出続けるこ

とも、スポンシーの女性たちのことも、けっしておろそかにはしなかった。 

 わたしのハイヤーパワーはきっと、わたしがスピリチュアルに対応できることを与えてくれ

る。いつもそう信じてきた。そして、そういうわたしに届いた支援は、とてつもないものだっ

た。つらい思いをしているということをミーティングでわかちあうと、仲間たちは心から思い

やってくれた。立ち入ったことは聞かず、ただそこにいて、わたしが乗り越えるのを助けてく

れた。だからわたしは、涙をこらえたりせず、つらいことをつらいと正直にわかちあった。あ

るがままでいることが役に立ったのだ。それはまた、人生が思いもよらないものになって

も、このプログラムがあればなんとかやっていけるということを、新しい仲間たちに示すこと

にもなった。 

 回復の道を歩みはじめて以来、わたしは人とのつきあいでこれほどまでに弱みを見せた

ことはなかった。こうしてわたしが苦しんでいる間ずっと、スポンシーたちがとても大きな支

えになってくれた。わたしは泣きながら、この女性たちにつらい気持ちをうちあけたので、こ

れじゃどっちがスポンサーかわからないと思うこともあった。この女性たちの無条件の愛

は、わたしにスピリチュアルな目覚めをもたらすものになった。弱みを見せられなかった

ら、謙虚
けんきょ

さに立ちはだかる壁をとりはらうこともできなかったと気づいたからだ。こういうこと

になってもなお、この女性たちはわたしを愛し、わたしにスポンサーでいてほしいと思って

いた。このプログラムと、手をさしのべることとに全力を尽くそうという姿勢は、まさに恵みと

いうものだった。 

 はたして、この離婚は望んでするものなのか、それとも必要なものなのか。そして離婚す

るのは正しいことなのか。そう問いかけると、わたしのハイヤーパワーはわたしが向きあう

べき現実を示してくれた。そしてわたしは答えを知ったのだ。つまり、わたしが本心を偽らな

ければ、答えは最初からわかっていたことだった。とにかく、わたしは耳を傾ける必要が

あった。夫の言い分を聞いていると、夫には結婚する気がなかったのだとわかった。そして

私たちがそれぞれに幸せになるためには、離婚するのが正しいことだとお互いに認めた。

わたしは直感に従った。つまり、自分のハイヤーパワーの導きに従ったのだ。それは心お

だやかなことだった。それからはずっと、このやり方でいくことにした。自分の気持ちに正直

になることによって、開放感があった。やれやれ。もう隠し立てすることはなかった。わたし

が引っ越し先を探さなければならないという話を仲間にすると、その仲間は今住んでいる

ところから引っ越すことになっているので、わたしがそこに移ればよいと言ってくれた。話が

うますぎると思ったが、わたしのハイヤーパワーは、しかるべきときにしかるべきものを準

備してくれたのだ。ホームグループでは、わたしの引っ越しをグループの活動にしてくれ

た。こうして、引っ越しのことを仲間に話した日から、わたしの再出発のために着々
ちゃくちゃく

と準備

が進んでいたのだ。 

 たまに、ひとりぼっちだと感じることがあったが、そういうときには電話が鳴ったり、だれか

が玄関に現れた。わたしは、自分のハイヤーパワーが孤立
こ り つ

無援
む え ん

でこのような変化を経験さ

せるとは絶対に思わなかった。ＮＡにたどり着いたときには、助けを求めることがとてもむ

ずかしかった。それが今では、助けを求めるのは自分の回復に欠かせないものになってい

る。こちらから求めれば、みんな協力を惜しまない。だからわたしは自分ひとりでやろうと

はしない。ということは、この離婚という変化を通してわたしは成長しているのだ。 

ダイアン・Ｐ（アメリカ合衆国／ワシントン州スノーホーミシュ） 

神がついていてくれるから 

今では、助けを

求 め る こ と が 

自分の回復に

欠かせない 

ものに 

なっている。 
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今号がＮA Wayマガジンの最終号ですか？ 

 アディクトはクスリとの縁
えん

が切れても、

その後の人生をＮＡのミーティングリスト

につながれて生きることになる。ほとんど

の仲間はそんなふうに考えたりしないっ

てわかってるけど、でも、あたしの場合

は、そうとしか思えない。なにしろ、クリー

ンになる前のあたしはじっとしてるのが苦

手で、世界中、所狭
ところせま

しと飛びまわってい

なければいられなかった。アディクトはし

けた顔でウダウダしてるって思われがち

だけど、あたしには当てはまらない。それ

だったらとりつかれたように世界中を駈
か

けめぐっている方がましだった。そうやっ

てフツーの人をおかしくしてしまうような

連中から薬物を手に入れ、ヨーロッパの

高級ホテルでもうろうとして寝ころがって

いた。タイでは、世界でも最高の部類に

はいる麻薬をやりながら、パリのジャン

キーたちとバッチリきめているつもりに

なっていた。アフガニスタンの麻薬ルート

をたどり、コロンビアからもこっそり薬物を

もちこんだ。クリーンになってあたしがい

ちばん怖かったことは、人生最高のとき

を経験してしまったということだった（ア

ディクトにかぎって、それを栄光の日々

だったと考えるのよね）。それが、回復し

てみると、恐れていたのとはまったく逆に

なっている。あたしはいまだにじっとして

いられないし、むしろ昔より動きまわって

いるかもしれない。 

 あたしは使っていたころ、たいていは

ニューヨークで暮らしていたんだけど、

ニューヨークの街を目にするのは夜と決

まっていた。美術館も、有名な建物も、本

屋も、公園も、ブロードウェイの演劇も、

見逃したものをあげたらきりがない。で

も、自分がクリーンになって、ニューヨー

クという都市全体も生き生きとしてきた。

グリニッジ・ビレッジのカフェに座って、生

まれてはじめて世界にふれた。ドラッグ

ディーラー（クスリの売人）を待ちながら５

分おきに時計をチェックすることもないか

らだ。クリーンになって数年してから、あ

たしはお尻のポケットにＮＡのミーティン

グリストを突っこみ、お金もあてもないま

まオーストラリアに渡った。なんとも壮大

な大陸をまのあたりにして、その自然の

魔術をひとつとして見逃すことはなかっ

た。だって、もうクスリ漬けじゃなかったも

の。あたしはミーティングに通って、サー

ビスにもしっかりかかわった。そして、娘

のいるある仲間と出会った。あたしは結

婚しただけでなく娘にも恵まれたんだけ

ど、生涯
しょうがい

の伴侶
はんりょ

だと思った夫はリラプスし

て死んでしまい、あとに残された娘をあた

しが預かった。あたしもリラプスしたけ

ど、もう一度クリーンになって生き続けた

というわけ。 

 それから仕事でアジアに行ったときに、

あたしはまた旅をするようになった。もち

ろん、新しいミーティングリストをお尻の

ポケットに突っこんでね。アジアにいて

も、クスリではなくミーティングをさがそう

としたし、見つからなければ、自分で始め

た。あたしは、アジアの信じられないよう

な文化をなにからなにまで、クリーンな目

で見つめていった。そして、タイで通って

いたミーティングでは、スポンサーとの出

会いがあった。このスポンサーとはかれ

これ10年以上もつづいている。あたしは

言葉の通じないアディクトたちといっしょ

に、泣いたり笑ったりした。かつて自分が

クスリにはまっていた国々で、人々がク

リーンになるのをまのあたりにするという

喜びを知った。さらに、使っているころに

旅したときには「神など存在しない」と

思っていた場所へ、ふたたび旅する途中

で自分のハイヤーパワーを発見した。そ

してまた、旅をしている仲間と出会ったり

すると、あたしたちは連れだって、これま

で行ったことのない場所でやっているミー

ティングをさがしたりもした。道を歩いて

いるときだって、あたしがお守りのように

首からさげているペンダントを目にとめた

アディクトに、呼び止められることもあっ

た。あたしには世界中にＮＡの友達がい

る。だって、あたしたちはお互いに助けあ

いたいという気持ちを共有しているんだ

もの。そうやってひとりのアディクトが、も

うひとりのアディクトを助けることで、あた

したちはクリーンでいる。そんなこと、ＮＡ

メンバーならわかることよね。 

 あたしはかつて極上
ごくじょう

のクスリを見つけ

だしたのと同じやり方で、いちばん予定

の近いコンベンションを見つけだせるよう

になった。コンベンション アディクトたち

があたしのつなぎ（連絡ルート）になっ

た。それぞれに遠く離れた国から連絡を

取りあって、どこかで落ちあう計画を立て

る。それはパリ、コロンビア、カリフォルニ

ア、ハワイなんかだったり、あるいは初め

てのコンベンションを開催するため、よそ

の国のメンバーに応援を求めているよう

な小さな町だったりする。そうやってあた

しはこれまでに、バイカー（バイク乗り）の

コンベンションやオールドタイマーのコン

ベンション、そして女性のコンベンション

にも参加した。数年前にカリフォルニアの

パームスプリングで開かれたコンベンショ

ンでは、スピーカーをする幸運に恵まれ

ただけでなく、いちばん下で（しかも、ただ

一人生き残っている）妹に１年のメダリオ

ンを渡すこともできた。そして今年は、死

んだ夫の忘れ形見
わ す れ が た み

で、あたしに「反抗ば

かりしている」娘が、オーストラリアでク

リーンになった。これでようやく、娘の夢

も実現するんだわ。 

 ここ数年で、あたしの人生は信じられな

いほど充実したものになった。それも、回

復の道を歩むなかでひとりの男性と出

まるで子供みたいだけど、 
どこに行くか、なにを見るか、 

どのミーティングに出席するか、 
二人で地図や本を見ながら 

計画するの・・・ 

クスリのない 

人生のすごし方 

会って結婚したからなの。あたしはこの

男性と、クスリのない人生をどんな瞬間

も共有することになるってわけ。まるで子

供みたいだけど、次の目的地に着いたら

どこに行くか、なにを見るか、どのミー

ティングに出席するか、二人で地図や本

を見ながら計画するの。ワールドコンベ

ンションも二人で参加して、帰るともう、次

の開催に合わせて貯金をはじめるのよ。 

 あたしは今、ハワイのマウイ島に住ん

で、自分が生涯かけてさがし求めていた

楽園を見つけたって思ってる。信じられな

いような素晴らしい生活を手にしている

わ。愛してくれる夫がいて、回復の道を

歩む仲間がいて、スピリチュアルな道が

ある。どれもみな、ナルコティクス アノニ

マスという仲間の集まりからいただいた

ものなのよ。 

ケリー・Ｓ（アメリカ合衆国／ハワイ） 

ボクが回復 

するための手段 
さまざまな思いについて書くことが、本当

に回復のためになるのだろうか。それ

で、なにが回復するのか。喜怒哀楽
き ど あ い ら く

をそ

のつどしっかり受けとめていくことが、回

復なのだろうか。さまざまな思い。そのひ

とつひとつが三日月型
み か づ き が た

の剣となって胸の

うちを切りとり、それが悲しみや寂しさと

いう感情の噴火となってこみ上げてくる。

それは逃げ道を見逃すまいとして、台風

のように渦巻き
う ず ま き

ながらうなりをあげ、向か

うべきところに向かって突き進もうとす

る。書いていれば、この嵐の力をかわす

ことができるのか。ズタズタになった愛を

救い出す道はいつものはけ口に向かうこ

とではなく、むしろ書くことによってさまざ

まな思いが小川のような土砂降り
ど し ゃ ぶ り

となっ

て滝のごとくなだれ落ち、人目にさらした

くないことをあらわにするのだろうか。ど

の程度まで、わかちあう必要があるの

か。心の傷を大きくしないためには、どこ

まであからさまになるべきなのか。どれ

ほど、プライドをこなごなにされなければ

ならないのか。 

 感情面の回復。これはどういうことだろ

うか。喜怒哀楽
き ど あ い ら く

を感じることが人を健康

にするのか。選択の余地
よ ち

があるのか。わ

からない。ボクは経験する。ボクは感じ

る。ボクは愛する。ボク、ボク、・・・と、ボ

クは書いている。ボクは風が吹くのを感じ

る。そして、神が言葉にできる声を与えて

くれたことに感謝する。話すことは、ボク

が回復するために欠かせないことなの

だ。声があることを知り、実際に話してみ

ることで、ボクは人間らしく思うぞんぶん

に生きられるだろう。そしてまた、書くとい

う手段を知り、それを使っていけば、自分

の思いや感情をひとつひとつしっかり見

つめることができるのだ。 

 さまざまな思いをなんらかのかたちで

表現することによって、ボクは喜怒哀楽
き ど あ い ら く
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E-Subscribe（インタネット購読）は今すぐ 

の人生という嵐の中を通り抜けていけ

る。そうすれば、人生を心豊かに生きるこ

とができるだろう。自分の考えを伝える手

段や方法、それを伝えようとする自分、

自分の声。そういうものがなければ、ボク

は人生を味わう勇気がもてないだろう。

きっと、心にさまざまな思いがよぎるたび

に感情の爆発が起こり、ついには、これ

以上つづいたら自分は死んでしまうので

はないかと恐れ、そのような致命的
ち め い て き

な感

覚から自分を守るために殻
から

に閉じこもる

ようになるだろう。だから、ボクは書く。ボ

クはわかちあう。ボクはプレッシャーを解

き放ち、心に余裕をもって次の感情を抱

こうとする。ボクは、発見の驚きによって

生きることに充実感を覚える。回復を言

葉で伝えることのなかで、自分の声を見

つけたからだ。書くぞ! 

デイヴ・Ｍ（アメリカ合衆国／カリフォルニ

ア）  

一日がかりの 

ミーティング・ツア一 
クリーンになったころ、おれが土曜になる

と決まったようにやっていたことがある。

それについては、かれこれ22年以上もわ

かちあってきた。そのころのおれは、土

曜日が憂うつだった。金曜に給料をも

らっても、土曜には何もやることがなかっ

たからだ。だったらミーティングに行けば

いいじゃないかと言われ、そうすることに

したんだが、１回ミーティングに出たくらい

じゃダメだとわかった。そこで、ほかにも

土曜にやっているミーティングを見つけ

た。クリーンになって最初の２年間という

もの、おれは土曜になると４回のミーティ

ングに出ていた。しかも１回のミーティン

グが終わるごとに、そのグループの仲間

たちとレストランでたむろしていたが、そ

れでも間がもてなくて、夜はディスコへ踊

りに行ったもんだ。 

 そしてつい先日、スポンシーのひとり

が、友人とふたりで土曜の４回ミーティン

グをやるので、おれにも参加しないかと

聞いてきた。ぜひ参加したいと言うと、ふ

たりから、ミーティングリストを見て回る

コースを決めてほしいと頼まれた。おれ

はミーティングリスト（1986年にくらべて、

ミーティング数がかなり増えていた）を見

ながら、計算をはじめた。それで、きっち

りやろうと思えば８回ミーティングもできな

くはないとわかった。これにはスポンシー

がちょっとムカついた（恐れをなした）の

で、やはり4回ミーティングで行こうという

ことになった。 

 当日は、午前10時にロイヤルオークの

「オーネストリカバリー」からスタートした。

それから昼の12時には、サウスライアン

の新しく始まったばかりで名前のついて

いないミーティングに出席。このあと朝食

のために中断し、午後２時30分には、

ウェストブルームフィールの「ウイ ディド

ント クイット、ウイ サレンダード」。そして

午後４時には、ポンティアックの「ステイン

グクリーン オン ステイトストリート」。ここ

が終わったところで、連れのふたりがもう

一カ所行ってもいいんじゃないかと言い

だし、予定にはないが、午後５時30分に

デトロイトの「トゥギャザー ウイ スタンド」

に出席した。 

 いやはや、ふたりともやる気満々になっ

てしまい、あとどれくらいのミーティングに

出られるかやってみたくなったのだ。それ

で、夜８時のポンティアックの「ウォーク 

ディス ウエイ」に向かうことになった。夜

10時は、同じ場所の「サタデーナイト オ

ウルズ」だったが、このミーティングはもう

やっていないのがわかった。だれもミー

ティングリストから削除していなかったん

だ。ここでまた軽く食事をしに行き、夜11

時30分には、最後のミーティングである

ローズヴィルの「オール ユー ニード イン 

ローズヴィル」にたどり着いた。だが、会

場周辺に12人ほどのアディクトがブラブ

ラしていた。鍵をもっているメンバーが4

人いるのにそのうちの1人も現
あらわ

れず、しか

も自分たちが来られないことを、こうして

待っている仲間のだれにも知らせていな

かったんだ。 

 帰りがてらに、スポンシーが「ぼくらは、

スポンサーの記録を破ったんだ」と言っ

たので、おれもふたりに同行しているん

だから、おまえらはおれの新記録に並ん

だにすぎないと教えてやった。みんなで

ひとしきり大笑いしたところで、連れのふ

たりがもう一度やるとしたらいつがいいか

と聞いた。だから「すぐだ。なにせ、おれ

はもう若くないんだからな」と答えた。 

 それは、仲間との交流をめいっぱい楽

しんだ一日だった。おれたちはこのツ

アーに15時間を費やした。車の走行メー

ターを141マイル進ませ、ガソリンを7ガロ

ン使った。実際に出席したミーティングは

６つだとしても、８つのミーティングに時間

どおりにたどり着いたし、どのミーティン

グも最後までいた。仲間にも多く出会っ

たが、それぞれ３つの郡、５つの街、４つ

のＮＡエリア、２つのリージョンにいるメン

バーたちだった。 

 それじゃ、いくらかかったか見てみよう。

７ガロンで４ドルのガソリン代を３人で出

しあうんだから、１人あたり9.33ドルだ！ 

みんなも今度、土曜日にやることもなくブ

ラブラして過ごすくらいなら、こんなツ

アーをしたらどうだ。おれたちの記録を破

れるか、やってみるといい。いろんな仲間

と知り合えるだけでなく、一緒にツアーを

組む仲間との友情も深まるんだから、そ

れはもう、すごく楽しい一日なること請け

合いだ。 

アノニマス（アメリカ合衆国／ミシガン） 

ぼくの回復への道のりも、スピリチュアル

な人生の旅も、二人用自転車に乗ってい

るようなものだ。ぼくは、何年もの長いあ

いだ前の席に陣どって、ハンドルを切っ

ていた。そうしてあちこちで曲がるところ

をまちがえ、何度となく苦境
く き ょ う

におちいっ

た。いちいちあげつらうのもいやになるほ

どだ。後ろにはいつも神を座らせていた

が、苦しいときや困ったときに助けや指

示をあおぐ存在でしかなかった。そうする

うちに、自分の意志といのちを神の配慮

にゆだねる決心をするときがやってき

た。「手を放
はな

して、神にまかせる」なんて、

ぼくの人生にはまったくありえないこと

だった。ぼくは、人であれ、物事
ものごと

であれ意

のままにできると思っていたからだ。そう

いう力を手
て

放
ばな

すなんて、ぼくの自己中心

的な性格からして耐えられなかったが、

それでもＮＡのステップを踏んでいった。 

 前の座席には神が座ったことで、自転

車は、ぼくがかつてホームグラウンドにし

ていたところを次々と通り過ぎた。ぼくは

ヘルメットについている小さなバックミ

ラーをのぞきこんだ。そこには、ぼくが利

用したり乱暴に扱ったりした人や場所や

物事
ものごと

がすべて映
う つ

っていた。ありとあらゆ

る痛みやウソや惨
みじ

めさ、そして自分がま

ちがってハンドルを切った状況のひとつ

ひとつが見てとれた。そのたびに神はふ

り向き、にっこり笑って言った。「いいか

ら、漕
こ

ぐんだ。おまえが見ているものはど

れもみな現実だが、わたしと一緒に乗り

つづけていれば過去のものになっていく

だろう」 

 それからも、ぼくらは驚くべき状況をま

のあたりにしてきた。なかには言葉に表

せないほど素晴らしいものもあったが、

恐ろしくて取り乱してしまうようなものも

あった。そして、あまりにも痛ましくて立ち

直れないと思うものも。そのたびに、神は

ほほえみながらふり向き、ぼくをハグして

言った。「また、くよくよしてるな。いいか

ら、漕
こ

ぐんだ！」 

 今では、恐ろしくて心が乱れるつらい

日々よりも、幸せで楽しくのびのびできる

日々のほうがだんぜん多くなっている。

ぼくの回復への道のりも、スピリチュアル

な人生の旅も、あいかわらず二人用自転

車に乗っていくようなものだが、今では神

がいつも前の席に座ってハンドルを握っ

ているので、ぼくは神の意志によって示

された道から外れることはない。だから、

ぼくは毎日決心する。といっても、そんな

にむずかしいことじゃない。「今日だけ、

いいから、漕
こ

ぐんだ！」。 

ウェイン・ＶＷ（アメリカ合衆国／ロードア

イランド） 

いいから、 

漕
こ

ぐんだ 
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今号がＮA Wayマガジンの最終号ですか？ 

 誌面にかぎりがあるため、ここでは、2010年のワールド サービス 

カンファレンスでみられた注目すべき事柄を簡単に報告するにとどめ

る。さまざまな決定
けってい

事項
じ こ う

の概要
がいよう

をはじめとするカンファレンスの詳細

については、www.na.org/conference でご覧いただきたい。 

 私たちは今、ＮＡのサービス全般に対してひとつの理念をもってい

る。2010年のＷＳＣ（ワールド サービス カンファレンス）では、

「ＮＡのサービスにたくす未来」が満場一致
まんじょういっち

で採択
さいたく

された。これは、

このＮＡ Ｗay マガジン 7月号の20ページに掲載
けいさい

されている。それぞ

れの国や地域でサービス提供に尽
つ

くす際には、ぜひこれを利用してい

ただきたい。ＮＡのメッセージを運ぶなかで私たちがなんのために努

力するのかということが、ひと目でわかるように示されているから

だ。 

 今回のカンファレンスでは、ＮＡ Ｗay マガジンの自動配布に対す

るガイドラインにいくつかの変更を加えることが承認された。これに

より、不要な部数の配布を廃止して配送費の増大による影響を最小限

に抑えることができる。紙版のＮＡ Ｗay マガジンが世界中のＮＡグ

ループやメンバー、あるいはサービス機関に対して自動配布されるの

は、2010年10月号で最後となる。ひきつづき紙版を希望するメンバー

は再登録をするか、もしくはインターネット版の予約購読をする必要

がある。なお、サービス機関であれば、それぞれのサブコミッティ

（小委員会）、奉仕
ほ う し

を任
まか

されたしもべとなっているメンバー、グルー

プなどの代理となり、一括して予約購読をすることができる。このよ

うな変更は2010年の末に行われるものだが、www.na.org/subscribe で
はすでに紙版の再登録およびインターネット版の予約購読の受け付け

を開始している。 

2012年ＷＳＣまでの 

2年間で・・・ 『インタイムズ オブ イルネス（病気

のときに）』に対しては、いくつかの

改訂
かいてい

案がだされ、満場一致
ま ん じ ょ う い っ ち

で採択
さ い た く

された。これによって、2010年7月

には改訂
かいてい

版のブックレットが入手

可 能 に な る。こ の ほ か に も、『マ

ネーマターズ： セルフサポート イ

ン ＮＡ（ＮＡの経済的自立）』（ＩＰ 

＃24）および『ファンディング ＮＡ

サービス（ＮＡサービスに資金を提

供する）』（ＩＰ ＃28）が採択
さ い た く

され、い

ずれも2010年7月には入手可能に

なる。ただし、この２種類のパンフ

レットはＩＰの＃24、＃25に差し替え

られている。2010年のＷＳＣに提

出されたリージョナルレポート（註：

各国の代表が自国ＮＡについての

レポートを書いています）でも、経

済的な自立は世界中のＮＡで問題

になっていることが裏付
う ら づ

けられたこ

とから、この新しい２種のＩＰ（註：パ

ンフレット）がこのような取り組みが

いのある問題を論じ合う助けにな

るよう願っている。なお、この新し

い出版物を紹介するために、セッ

ションが開かれることになってい

る。 

 ＮＡでこれまで用いていたサービ

スモデルは1980年代につくられた

ものであり、今という時代には通用

しないものになってしまったのかも

しれない。今回のカンファレンスで

は、サービスシステムをつくり変え

ることに向けてさまざまな案がはじ

めて示された。それについてはこ

Ｎ Ａ の ホ ー ム ペ ー ジ  www.na.org/

conference では、2010年のＷＳＣ（ワール

ドサービス カンファレンス）による決議事項

の概要
がいよう

が掲載
けいさい

されている。 

 このページは定期的に更新されているの

で、ぜひ、メンバーひとりひとりがカンファレ

ンスの活動に興味をもち、日頃からワール

ドサービス カンファレンス のページに目を

通すようにしていただければと願っている。 
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れから、世界中のＮＡでひとつひとつ見直しと検討を重ねる必要がある。このサービス システム プロジェクトはすで

にインターネット上にホームページが開かれていて、そこにはカンファレンスで配付される資料、背景報告、最新情

報のほか、このプロジェクトの掲示板へのリンクなども掲載
けいさい

されている。また、構造モデル企画案について話し合い

ながらアドバイスや意見、アイディアなどを提供してもらうために、８月半ばから11月の半ばにかけて、アメリカ国内

で５回連続のワークショップが開かれる予定になっている。いずれにしろ、最新情報が得られ次第、ホームページに

更新されることになっている。www.na.org/?ID=servays 

 今回のカンファレンスでは、ワールドコンベンションの企画立案の方針にいくつか変更が加えられた。ワールド

ボードは「ローカル サポート コミッティ」の代わりに、「ＷＣＮＡ ワークグループ」を活用することになる。このほか、

ＷＣＮＡ34（2011年9月1日〜4日）の事前登録は、2010年の末に受け付け開始を予定している。 

 『ＮＡメンバーシップサーベイ： ア リゾース イン ユア コミユニティ』および『インフォメーション アバウトＮＡ』の最新

版は、すでに入手可能になっている。（註：英語版です。インフォメーションアバウトＮＡは日本語訳もあります）この

ほかにも、『ベーシック Ｈ＆Ｉ ガイド』の改訂
かいてい

版のひとつである『パブリックリレーションズ ベーシックス』最新版をはじ

め、専門家向けのイベントやプレゼンテーションに用いるトートバッグや筆記用具などＰＲ（パブリックリレーション

ズ／広報活動）用のツールもある。ここに挙げたものだけでなく、ＰＲ（広報活動）に関する情報はすべて 

www.na.org/?ID=PR-index で閲覧できる。 

 『リビングクリーン： ザ ジャーニー コンティニュー』の３章、４章、５章に関する第２回の見直しと意見提供の期間

は、６月30日をもって終了した。最終となる第3回の見直しと意見提供の期間（６章、７章、まえがき）は、2010年10

月1日〜12月30日として予定されている。詳しい情報を必要とする場合も、自分の体験を寄せる場合も、

www.na.org/?ID=Living_Clean_Project にアクセスするか、livingclean@na.org 宛にe-メールをいただきたい。 

 今回の財務
ざ い む

討議では、どのような組織も個人も今の景気の影響をもろに受けており、ＮＡも例外ではないことをあ

らためて認めた。私たちはこれまで全体的に支出を削減してきた。だからこそ、ＮＡに集まる献金が目に見えて少な

くなっていることを報告する。人材や資金が限られているＮＡからやってくる要求はますばかりなので、こちらとして

も、少しでも多く提供するためになんとか人材も資金も確保しなければという気持ちにさせられる。このような試練

のときにあって、世界中にＮＡのメッセージを運ぶ上で役立つ財政的な支援がきわめて重要になっている。メンバー

は、グループやサービス委員会を経由してＮＡワールドサービスへ献金するだけでなく、郵便またはインターネット 

www.na.org/?ID=donation-external-index によって直接献金することもできる。 

ＷＳＣ コーファシリテーター 

マーク・Ｇ        （シカゴランド・リージョン） 

ジャック・Ｈ （ワシントン／ＮＯ アイダホ・リージョン） 

ワールドボード 

メアリー・Ｂ      （ローン・スター・リージョン） 

ロン・Ｂ       （オーストラリアン・リージョン） 

イアーゴ・Ｕ         （スペイン・リージョン） 

ピエト・デ・Ｂ      （スウェーデン・リージョン） 

マッキャム・Ｈ-Ｄ   （ニュージャージー・リージョン） 

ロン・Ｍ           （フロリダ・リージョン） 

ヒューマン リゾース パネル 

ペット・Ｐ        （アーカンサス・リージョン） 

マーク・Ｗ   （アラバマ／ＮＷ フロリダ・リージョン） 

 

選挙結果 

今回のカンファレンスでは、

コーファシリテーター２名、

ワールドボード６名、ヒュー

マン リゾース パネル２名が

選出された。 
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自動配布のNA Wayは、 

もうすぐなくなるよ！ 
 ＮＡ Ｗay マガジンは、ＮＡの重要なコミュニケーション手段のひとつになっている。そして、ＮＡの回復

や一体性、サービスについてわかちあい、ＮＡワールド サービスの情報も提供するということでは、ユ

ニークなフォーラムでもある。現在では、紙版より内容が充実していることもあって、読者の多くがイン

ターネット版のＮＡ Ｗayを読むようになったが、それでもなお、紙版のＮＡ Ｗayが毎年、１６万部以上も

配布されている。だが、莫大
ばくだい

な費用をかけて配布しても、そのうち何千万部が配達不能になって戻って

くるのだ。私たちは、このままＮＡ Ｗayという貴重な情報資源を提供しつづければ、その配布費用は経

費から削られることはないという現実をつきつけられている。（註：ワールドサービスに登録している日

本の各グループにも 

年に4回「英語版NAWAY」が送られてきています。ただし、グループ代表の交代、引っ越しなどで住所

が変わると、配達されず、返送されてしまいます。アメリカから日本の各グループに配達される郵便料

金の多くがムダになっています。下のお願いのように、できれば、日本語版をホームページからダウン

ロードして読んでもらえると、コストを減らせます。ご協力お願いします。） 

 

 この問題は、今回のワールドサービス カンファレンスで議題に取り上げられた。その結果、紙版のＮ

Ａ Ｗay を無駄に配布するのを廃止することによって、配布費用の増加を最小限におさえるために、以

下のような変更をお願いすることになった。 

 

・ インターネットを利用しているメンバーには、ぜひ、インターネット版ＮＡ Ｗayの予約購読をお

願いしたい。 インターネット版なら、内容が充実していて、紙版には載らない記事が読めるよう

になる。こうしてインターネット版の読者が増えれば、印刷費用も配送費もはぶかれるのだ。た

だし、インターネットを利用していないメンバーや、紙版のＮＡ Ｗayを望むメンバーもいるだろう。

その場合には、紙版の予約購読に再登録する必要がある。 

 

・ ＮＡ Ｗay はこれから、グループ、サービス機関に対して自動的に配布されることはなくなる。

ただし、サービス機関であれば、自分たちのサービス委員会やグループなどの代理で、一括し

て予約購読を申し出ることができる。サービス機関による一括の予約購読については、

www.na.org/subscribe で詳細を確認していただきたい。 

 

 以上の変更はいずれも、2010年の末から行われる。だが、善は急げだ。さっそく、www.na.org/

subscribe でインターネット版を予約購読してはどうだろう。インターネット版の予約購読も紙版の予約

購読に再登録もしなければ、これまでのように自動的に届くのは10月号が最後になる。2011年１月号

からは、インターネット版予約購読での配信と、紙版予約購読に再登録した読者への配送だけとなる。 

（註：日本語版ＮＡＷＡＹはいつでも誰でもＮＡジャパンのウェブサイトで読むことができます。予約は必

要ありません） 

  

10月号で 

ＮＡ Ｗayの自動配布は 

おしまいです 

これからはつねに、内容の充実をはかることでインターネット
版ＮＡ Ｗay マガジンの価値を高めていく。具体的には、追加
の物語や追跡記事のほか、内容がひと目でわかるような写
真、関連情報への生中継などを盛り込むことになる。 
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 2010年のＷＳＣ（ワールドサービス カンファレンス）で開かれた広報活動のセッション（総会）では、世界各中のＮＡで行われて

いる広報活動の取り組みに焦点が当てられた。この取り組みのなかには、さまざまな国や地域で進んでいる公共サービス情報

の提供（公共広告や政府公報などを通じてメッセージを伝えること）、掲示板やポスター類の利用、それぞれのＮＡの奉仕
ほ う し

を任
まか

さ

れたしもべたちが専門家の会議に出席することなどが含まれる。こうして、ＮＡの回復のメッセージを運ぶために、メンバーたち

ができることがさまざまな活動となっているのを見ることで、広報活動への熱意がわきおこるようだった。 

 2007年には、広報について外部からの意見を取りいれる会議が何度も開かれ、ＮＡの広報活動は新しい段階を迎えた。刑事

裁判、国政、医療や治療機関から専門家を招き、ＮＡについて質問をした。こうして質問をすることのねらいは、次の二つであっ

た。ＮＡプログラムに足りないところがあるとすれば、どういうものかということをつきとめること。そして、どうすればＮＡの価値を

高められるかということについて、専門家の視点で考えることだ。それによって私たちが学んだことは、ＮＡのサービスの取り組

みには一貫性がなく、フォローアップ（問題解決の追求）もできていないということだった。このような事実を知ったおかげで、私た

ちは広報活動のなんたるかを理解した。つまり、企画立案とフォローアップ（問題解決の追求）とが同じくらい重視され、それに

よってさまざまな関係を築きながらその関係を維持していくものなのだ。 

 2004年には、さまざまな専門領域やメディアに通用するＰＲ戦略を長期的に計画することをはじめとして、広報活動に一致
い っ ち

協力
きょうりょく

した努力がみられた。サービス関連資料のひとつである『パブリックリレーション ハンドブック』には、「広報活動の目的を説

明する」という文章が載っている。このハンドブックは、このような戦略を立てるうえで欠かせないものになっている。2006年は、

『パブリックリレーション ハンドブック』の導入と同時に、世界中のＮＡでＰＲワークショップが開かれるようになった年であった。メ

ンバーには全体的に、広報活動にかかわる基本的な考え方や行動のことがよくわかっていないという傾向がみられたからだ。

そのためワークショップでは、広報活動というサービスがＮＡの12の伝統から外れないためにどうするかということに重点が置か

れた。そしてそのほかにも、刑事裁判、治療、電話サービス、インターネット技術、政府機関などに対して、広報活動をどのよう

に生かすかということに焦点が当てられた。 

 2010年になり、私たちにはまだやらなければならないことがあるという事実が明らかになった。私たちは前進しつつあるが、

サービスを提供する努力は万全ではない。リージョナルレポートでは、ＰＲまたはＰＩ委員会が、ＮＡのことを一般の人々に知らせ

る一連の活動に参加するようになったことが示されている。ここでは、奉仕
ほ う し

を任
まか

されたしもべたちに役立つ新しい手段をいくつか

紹介する。 

  ・ 『ＰＲ ベーシックス』——— これは『パブリックリレーション ハンドブック』にある資料を簡単にまとめたものである。 

  ・ 『ベーシック Ｈ＆Ｉ ガイド』——— これは最新版のブックレットである。 

上記のほかにも、メンバーたちの役に立つと考えられる道具がある。どれも今回のカンファレンスに展示されたものだ 

  ・ ＰＲトートバッグ ——— この軽量バッグは文献を持ち運ぶのに便利で、ＮＡのロゴとウェブサイトのアドレスがひと目でわか

るようになっている。 

  ・ ＰＲペン ——— カンファレンスの必須アイテムだ。これにもやはり、ＮＡのロゴとウェブサイトのアドレスがはっきりと印刷さ

れている。 

  ・ 『リーチングアウト』——— ＮＡの定期刊行物のひとつで、刑務所に収監されているアディクトのために年4回発行される雑

誌。刑事裁判の分野にいる専門家に対して役立つ手段の一つになっている。「フロム ジ アウトサイド」というページは、メンバー

自身の言葉でプログラムの効果を証明している。 

 

 そして、広報活動に欠かせないものといえば、『メンバーシップサーベイ（メンバーシップ調査）』がある。 

（註：日本でもコンベンションのメインスピーカーズミーティングでこの調査（アンケート）を行っています。 

ぜひご協力ください） 

これは、2009年の調査結果で改訂
かいてい

されたものが現在入手可能である。調査の回答からは、ＮＡでのクリーンタイム継続者が増

加していることで、現在の平均クリーンタイムは9.1年になっていることが示された。また、

ＮＡへの参加をうながすもので最も影響力が大きかったものは、治療またはカウンセリン

グを受けていることであった。このような資料は、ＮＡがアディクションに関して信頼でき

る地域社会の資源であると、専門家の間で受けとめられていることを示していると思え

る。そしてまた、2009年の調査では、新たに設けられた質問がいくつかある。そのひとつ

は、家族が12ステッププログラムに参加しているメンバーへ質問であり、これに対して

41％近くが、家族が回復の道を歩んでいると答えている。このようなことから『メンバー

シップサーベイ』は、ＮＡの人口
じ ん こ う

統計学
と う け い が く

データを専門家に知らせる貴重なＰＲまたはＰＩの

道具になっているのだ。 

 あらためて言うまでもないが、1976年のワールドサービスカンファレンスでＮＡの広報委員会というものができて、

すでにもう35年になろうとしているのだ。 

ＰＲ（パブリックリレーションズ／広報活動） 
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ホームグループ紹介  

NAwayでは、さまざまなNAグループからミーティング会場の写真が送ら

れてくるのをお待ちしている。ただし、集まっているメンバーがどこのだ

れとわかる写真はご遠慮いただきたい。なお、写真には、グループの

名称、所在地および国名はもちろん、グループができてからどのくらい

経つのか、ミーティングの形式、そして「ウチのグループならでは」のこ

となど、グループの紹介文を添えていただくようにお願いする。  

モスクワのＮＡに 

英語ミーティングが誕生 

ナルコティクス アノニマスという仲間の集まりに

は、国境など存在しない。ＮＡの愛とグループの良

心には、分けへだてがないからだ。なるほど、モスク

ワにいると、このことを絶対に忘れないようになる。

モスクワは独自のおきてに従って生きるしたたかで

危険な大都会だが、それでもＮＡの仲間やグループ

はそういうものに染まることがない。おれたちはどこ

のだれであろうともただのアディクトにすぎず、兄弟

姉妹のように心をひとつにする。だからこそＮＡは、

回復しつつあるアディクトが安心して、愛されている

と感じることのできる場所になっているのだ。 

 2010年５月８日、この「ハグス グループ」がモスク

ワでうぶ声をあげた。ロシアにＮＡができて以来、は

じめての英語によるＮＡグループの誕生だ。必要が

あったから、こうして生まれたというわけだ。そして

「ハグス グループ」として生まれたからには、やるこ

とはひとつ。ミーティングに来て、仲間たちとハグを

し、やっぱりホームはいいなとくつろぐことだ。ちなみ

に、このグループは毎週土曜日の午後１時〜２時

15 に 集 ま る。地 図 は、http://na-msk.ru/eng/html 

に載っている。詳しいことは、モスクワのＮＡホットラ

イン7.495.505.33.96 に問い合わせていただきたい。 
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 ぼくは、みんなとちっと

も似てない。だれにも共

感できないよ。  

 
もっとよく話を聞

かなくちゃ・・・ 

 ぼ く は、麻 薬

なんてやった

ことない・・・ 

 ぼくは、ちょっ

と吸っただけ

だもん・・ 

 ぼくは、なんで

もやった… 

 ぼくは、一度も

捕まったことが

ない… 

 ぼくは、車に

寝泊りして

た・・・ 

 ぼくは、まだ学

生だし・・・ 

 で、何か 

分かったか？ 

 

 みんな、自分はユ

ニークだと思って

ることでは・・おん

なじなんだな 

 気の合う仲間 「とどのつまりは、同類」  
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E-Subscribe（インタネット購読）は今すぐ 

ワールドユニティデイ 

2010年9月4日 

 一体性という精神のもとに、世界中の仲間た

ちが心をひとつにして、同じ時刻に「平安の祈

り」をとなえるだろう。 

  www.na.org/ID=nawsevents-event-reg 
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H&I（病院施設）小委員会のみんな、協力して！ 

『リーチングアウト（手をさしのべる）』のことは、知っているだろう

か。この年４回発行されるニューズレターは、施設にいるＮＡメン

バーたちに希望を与えて元気づける貴重な情報資源になってい

る。そのため、刑務所や施設にいるアディクトには毎回、無料で

提供されている。また、エリアに登録されている各サービス委員

会にも毎回、12部を無料で配布している。そして、パネルが1名

以上参加しているＨ＆Ｉ小委員会であれば、年間 31ドルで20部

を一括して予約購読できるようになっている。 

 『リーチングアウト』には「施設の中から」という投稿欄がある。

これは、施設にいるＮＡメンバーたちのたよりを取りあげることに

よって、仲間たちとのつながりが途切れないようにするものだ。

そしてまた、「施設の外から」届くたよりからは、施設から出たメ

ンバーが責任感と意欲をもって社会の一員になっていくようすが

手にとるようにわかる。これはメンバーだけでなく、刑事裁判の

専門家たちにも、ＮＡプログラムがあれば回復できるという実例

をまのあたりにする機会になっている。 

 というわけで、ぜひ、このような取り組みを支援してほしい。

『リーチングアウト』を予約購読し、経験と力と希望を『リーチング

アウト』に提供することでよいのだ。とくに、以下のようなメンバー

たちからのたよりであれば、なおうれしい。 

・ 刑務所または施設にいる間に、ＮＡには回復があると知った 

・ エリアまたはリージョンのＨ＆Ｉサービスに参加している 

・ 塀の向こう側へのスポンサーシップ サービスに参加している 

 

 

おたより募集中! 
インターネット版『リーチングアウト』 

閲覧または予約購読 

www.na.org/?ID=reaching-out-index 

 

ｅメール: h&i@na.org 

 

郵便： Reaching Out 

NA World Services 

PO Box 9999 

Van Nuys, CA 91409 USA 

Fax: 818.773.0700 



www.naway.org  19  

 

E-Subscribe（インタネット購読）は今すぐ 



20 The NA Way Magazine 

 

今号がＮA Wayマガジンの最終号ですか？ 

NAのサービスにたくす未来 

ＮＡグループがなにをおいてもまず、ＮＡの回復のメッセージを運ぼ

うとしていれば、ナルコティクス アノニマスの努力はかならず実を結

ぶのだ。このような共通の立場で、私たちは全力を尽す。 

 

私たちが心に描く未来は、いつの日か・・・ 

● 世界中のアディクトがみな、自分の話す言葉でわかりやすく

書かれたＮＡのメッセージを目にする機会に恵まれ、それが新し

い生き方に踏みだすきっかけになること。 

 

 ● ひとりひとりのメンバーが、回復という神の恵みを与えられる

ことによって、スピリチュアルな成長を遂げながらサービスによる充

実感をあじわうこと。 

 

 ● 世界にひろがるＮＡのサービス機関が協力をおしまず心をひ

とつにして取り組み、一丸となってＮＡの回復のメッセージを運んで

いる世界中のＮＡグループを支援していくこと。 

 

 ● ナルコティクス アノニマスが、実行可能な回復のプログラムで

あると世界で広く認められ、信頼されるようになること。 

 

 正直さ、信頼、そして善意があれば、私たちのサービスへの取り

組みはゆらがないものになる。この３つによって、私たちは愛情あ

ふれるハイヤーパワーが導いてくれることを信じて疑わないから

だ。 
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